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１【提出理由】

　連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生したため、金融商品

取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、本臨時報告書を

提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2026年５月14日

 

(2）当該事象の内容

①営業外収益

　キャリアアップ助成金等の雇用関係の助成金その他保育施設への開園前費用に対する補助金を補助金収入とし

て79,581千円、連結決算について計上することといたしました。

 

②特別利益

　当社の連結子会社である株式会社クオリスが開設する保育施設への固定資産投資について、投資額の一部が補

助金として支給されるため、整備補助金収入として163,276千円を連結決算について計上することといたしまし

た。

 

②特別損失

　上記の整備補助金収入に対応する固定資産について直接減額方式の圧縮記帳を行なうため、固定資産圧縮損と

して163,276千円を連結決算について計上することといたしました。

　また、主に当社の連結子会社である株式会社和みライフケアが運営する介護施設の固定資産の一部について、

足下の事業環境を踏まえて回収可能性を検討した結果、減損処理を実施することとし、減損損失144,611千円を

連結決算において計上することといたしました。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

　当該事象の発生により、2026年３月期の連結決算において、補助金収入79,581千円を営業外収益に、整備補助金収

入163,276千円を特別利益に、固定資産圧縮損163,276千円、減損損失144,611千円を特別損失に、それぞれ計上して

おります。

 

以　上
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